






Problem of persons with mental disabilities group home
Consideration from Niigata prefecture survey
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Abstract
The problem of long-term hospitalization continues in the psychiatry department hospital in our
country. In-patient's characteristic is that there are a lot of schizophrenia, long-term
hospitalizations, and senior citizens. Importance at group home is said as those people's receiver
before. However, it is not a mere dwelling but it is free and there are various support and
companions the feature in the group home. The content of handicapped person's characteristic
there and support and problems, etc. were researched from the mental disease group home survey
of the Niigata prefecture here. It has been understood that it is not only the one after the law of the
handicapped person independence support executed in especially 2005 to support life in the couch
case but also a more difficult situation. Future tasks are considered.
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３　退院に向けて入院継続　　　　　  12.9%で　 
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②身体障害   
　　　　　　　　　  ０名 
③知的障害 　 
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問題はない    
16
③かなり 
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⑨建設費改修費の補助　　　　４   
 
（表32）グループホームの活動を支援して良かったこと、感動したこと、面白かったこと 
・長く在宅していたメンバーさんたちが就労やデイケアでがんばっていること 
・30年以上にわたって地域生活を営んでいる方も多く、地域生活の実践者として体験や生活能力について深く考え
　させられ、学ぶことが多い 
・日常生活での自分なりのやり方を教えたり、教わったりすること 
・退院時に不安を訴えていた方もGHの生活に慣れると生活の自由さを話す。 
・通販で買い物をしたり友人と出かけたり、一見当たり前の生活だが、病院での生活の特殊性を考えさせられる 
・グループホーム祭りを地域に公開して実施、メンバーが１人１役で実施できた 
・再入院となった方がまた退院できることになり、病棟まで迎えに行くと、ありがとうと満面の笑みをうかべてく
　れたとき、心の底から良かったと思った 
・被害妄想をみんなの前で語れるようになりそれに対し受け止めたり、聞き流したりできるようになった 
・利用者の笑顔や優しいことばがとてもうれしい 
るなど多くの問題をもたらしていた。また、
従来の小グループ運営が、経営的にも成り立
たなくなっており深刻な状況となっている。
報酬、建築・改築費などの問題、利用者の費
用負担、手続き的簡略化など多方面から早急
な見直しが迫られている。
４病状悪化、グループ内での対人トラブル、
近隣からの苦情などの問題が起こりやすく、
いわゆる「世話人」という発想では支援はで
きない。メンバーへの個別支援計画、グルー
プへの対応、そして地域活動などの多様な支
援が求められている。専門職の配置、研修等
を考えていかなければならない。
５医療、行政との連携、協力が欠かせない。
それなしでは、入居者の安定、地域からの信
頼も確保できず、今後の増設も不可能であろ
う。特に、医療においては入院患者への視点
から、外来、地域支援へと発想を広げていく
ことが求められている。とりわけ、病状悪化
時への対応への充実が欠かせない。
６新潟県内グループホームは、その増加の
必要性が言われながら、むしろ減少した。特
に地域偏在が著しく、女子のホームも不足し
ている。また開設を一団体などにまかせてい
ても増加は望めない。行政がサポートしつつ、
資金的、土地建物等の確保について具体的な
支援がなければ困難である。また、今後は他
の障害者との共用なども現実的な課題であ
り、公営住宅等の転用も現実的である。その
ためには、県、市などが入ったグループホー
ムに関するプロジェクトチームの発足が必要
である。
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